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■解説

この映llmは、i'l!繩で最初に国の重要無形文化財の指定をうけた芭蕉布を織

る女たちを揃いた,;d録映剛です。

沖繩には、一時期たくさんあった織物の!|!でも、芭熊布は雌もその風tに

ふさわしく、上卜．を問わず良の衣料として愛川されたものですが、近代の衣
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′|乞活の変化に追われ、皷後には沖繩戦で姿をii'jしてしまいました。
おおき みそ入さ じょ

その芭蕪布ｶ、もとの主産地の一つであった沖繩本島北部の大宜味村喜如
か

廃で、イ《死烏のように蘇えるには、心あたたまる美しい物語が秘められてい

ます。映1曲はその芭蕉布復興の歴史を紹介しながら、芭蕉布を織る女たちの

連帯の手わざを猫いていきます。
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■すいせんの言葉

染織評論家山辺知行

この映lll1.lは､沖繩水防の火'1.1:l1未村､ 点411脈で職後兄事に復興され

た世X軸j力ざ、 どんな人たちによって、いかに．.〕:られ迄えられて、 II:
ながらのｱｲ1; ')の技術の純鹿を失うことなく今l1に持ち続けられて

いるかを物I淵るものである。

ノ亡米、 多くの人の7･を絲て‘だ成される染繊II1111というものは、糸材

とその各々の工稗､介野における技術のバランスがよくとれていな

ければ、けっしていいものはできない。もしその''1の一つ力：間的に
お

低トーしたら、他がいかによくても全体はその低さにまで噸ち込んで

しまうからである。この映l'l1はこのようなT･ｲl:'|1の連帯によってﾉ|き

み/l'1される作尚f!の美しさとともに、伝統的な染織というものの杵あ

りし姿を二’一分というt'.{かい峡'jja時間のlNlに'典によく伝えてくれる。

、ド良敏j'さんという地|味だがすぐ･れた女'|'tを指導肴に、芭雌の職

端から、糸つくり、耕州り、染色、識り、111.げなど、それぞれの

[fi,lを分}llしている女たち。1Ii要無形文化財、 弾吻||房の芭蕪ｲ|jは、

これらの人びとの丁･わざの緊癖な連帯作柴の結采にほかならない。

、|え良さんは、他の人たちの技術をﾄｰに蹄まえておのれ－人を染織

作家として災に出したりすることはしない。［"/で織った物も、村

でお盤さんたちが織った物も、ひとしく「鋤||開の芭蕉布」なので

ある。とｲ0，:をI川わず各|:FII!を'受け持つ人びとのﾉ｣一ぱい労ﾉJを'|､IIL

まい側きぶり、そこにはお命や衞誉欲に縛られた11ルさや陰il,!さはみ

じんもない。

しかしそのかげには、今llのはげしい機械化、油単化、商業i藍炎

のもとで、こうしたやくのT･わざによる作II1111をlli-なる趣I'未や遊びで

はなく、’ﾉつばなIWi11,'!として成り立たせていくための、 、ik々ならぬ

l''!鳥,じ､も努ﾉﾉもある。

この純度の1I.jjい芭雌ｲljの製作態度を、今後もlとく持ち紬けていく

ためにいかにすべきか、いかにあるべきかという』DI,(については、 恥

にこの世雌布に限らずH:ながらの形を残す無形文化財を、いかにも

ちｲパえていくべきかという|川越に対して、突き刺さるような鋭い,j《

唆を投げかけて、兄るものを'墹然とさせずにはおかない。

■ものがたり

芭礁布の復興をささえた､'た良敏ｲｰさんの［"；では、済い女‘|‘''2たち

から、沖繩の戦後を'tきぬいた、お婆さんたちまでが、芭蕪ijを紡

ぎ、染め、織り l･_げる{1:粟を続けている。

芭雌ｲljは、原料になる糸芭雌の栽塘から、それから美しい糸を!｝｜

き出す|澱、柄を弓･えそれを様々なエポ1,1をへて識り｜_げるまで、 。

l'iして女'|''|そのｲ|:事とされている。

許は#',:い噸には織り、 イr･をとると糸芭離を機略し、老婆になると

糸をつなぐというふうに、fl:.令的な分業がijわれた力:、今も |:j"で

は、 #'1皇い女性たちにはまず識る悦びを教え、それから少しずつ地|味

な糸づくりを習わせる。

また|Jﾉﾉだけではなく、村には『1分の芭雌州|を持ち、機も持って

好きなilﾘを織っている女たちがおり、糸を紡ぐお嵯さんたちも ・体

になって、兄事な合作として、芭焦布ｶ§識り Izげられていく。その

世i剛jには、作者の橘もない。芭蕉布は、述,勝のT･わざ力：′|きみ川,す

述椛作II111Iなのである。
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